
平成24年６月橋本市議会定例会会議録（第２号）その２ 

平成24年６月18日（月） 

                                           

                                         

（午前９時30分 開議） 

○議長（井上勝彦君）皆さん、おはようござ

います。 

 ただ今の出席議員数は21人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（井上勝彦君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。市長から平成24

年６月11日付、橋総第44号をもって追加議案

１件が送付されました。議案はお手元に配付

いたしております。これを今会期中にご審議

願うことといたします。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（井上勝彦君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第81条

の規定により、議長において５番 森下君、

21番 岡君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（井上勝彦君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 今回の一般質問の通告者は17人であります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙

の順序により発言を許します。 

 順番１、17番 松本君。 

〔17番（松本健一君）登壇〕 

○17番（松本健一君）皆さん、おはようござ

います。今定例会より、一般質問がインター

ネット中継をユーストリームでパソコン・ス

マートフォンでもご覧いただけるようになり

ました。ご尽力いただきました皆さまに厚く

御礼申し上げます。 

 さて、中継がスタートするとともに、一般

質問方式も本日より変わり、従来の総括質問

総括答弁方式から、総括質問の後、答弁から

一問一答式に変更となりましたので、不慣れ

な点でご迷惑をおかけすることもあるかもし

れませんけれども、ご容赦いただければ幸い

です。 

 では、議長のお許しをいただきましたので、

一般質問を始めます。 

 市政喫緊の課題の第一は人口減少とだれし

も認めるところでしょう。長期総合計画に「豊

かな自然と共生する均衡あるまちづくり」と、

いわゆる計画アジェンダを掲げ、循環型社会

の形成と生活環境の質を高め、この人口減少

という難題に政策対処することを含意してい

ます。 

 そこで、魅力ある「住みよい住みたいまち

づくりとは」をテーマに、先進市事例を挙げ

てご所見を伺います。 

 まず、循環型社会の形成一つ目として、長

野県飯田市「おひさま０円システム」の行政

財産の無償貸し付け、市民ファンド、市民と

協働で取り組む協議会の設置についての所見

をお聞かせください。 

 「おひさま０円システム」とは、設備負担

をいかに軽減し、再生可能エネルギー普及促

進を行うかの課題に対し、飯田市は市民と協

議の場からスタート、行政ができること、そ

れが学校施設や市庁舎の屋根、未利用地を20

年間無償で貸し、そこへ市民ファンドを投資

しソーラーユニット設置と利益配当に充てる
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経営スタイルを基礎として、財務局第二種金

融業許可を得た株式会社を設立、月額料金を

９年間払い続ければ、ソーラーユニットは世

帯所有になるという制度「おひさま０円シス

テム」をつくり、今では南信州から松本市ま

でエリアを拡大、全国でも多くの自治体が研

究や導入準備されている状況です。 

 市民部長。 

〔市民部長（井浦健之君）登壇〕 

○市民部長（井浦健之君）おはようございま

す。そしたら答弁させていただきます。 

 行政財産無償貸しと市民ファンドの研究及

び市民との再生可能エネルギー政策協議会の

設置についてのご質問にお答えいたします。 

 続いて、循環型社会の形成二つ目として、

自治会防犯灯ＬＥＤ化です。公共防犯灯は

国・県の助成を受け、ＬＥＤ化が進んでいま

す。消費電力も照度が低くとも十分足りるこ

となどから、電力消費30％、照度効率で20％

の節電が可能と聞いています。価格も格段に

廉価化していることから、本市が自治会に補

助している事業に加え、早期に機器の取り替

え助成を進めるべきだと。そこで所見をお聞

かせください。 

 東日本大震災による福島原発の事故を受け

て、脱原発に向けた再生可能エネルギーへの

転換が必要であると考えているところです。

また、こうした電力不足をはじめとするエネ

ルギー問題については、国民生活や経済活動

に甚大な影響を及ぼす国家レベルの極めて大

きな問題であると認識しております。 

 国におきましては、エネルギー政策の再構

築が最重要課題として、太陽光や地熱、風力、

水力、さらには木質バイオマスなど、いわゆ

る再生可能なエネルギーの導入促進に向けた

動きが加速化している状況にあります。本市

といたしましても、地域資源を生かした持続

可能な自然エネルギーの導入促進は極めて重

要な課題であることから、あらゆる可能性に

ついて検討してまいりたいと考えております。 

 次に、生活環境の質を高める一つ目の策と

して、今年４月から紀の川市や、昨年、兵庫

県丹波市で始められた定住促進住宅購入・改

築助成制度について所見をお聞かせください。 

 二つ目として、公園・遊歩道健康増進遊具

設置・市道バリアフリー化について、高齢者

が暮らしやすいまちに変えていくことも人口

減少対策ととらまえ、質問いたします。 

 議員おただしの市民ファンドの研究につい

てですが、運営主体となる団体には相当のノ

ウハウが必要であり、出資者には経済的リス

クが伴うことなどから、引き続き情報収集等

を行いたいと考えております。 

 最後に、本市重要政策である「幼保一元化

５カ年計画」のＰＤＣＡサイクルについてお

尋ねいたします。19年６月、全員協議会で計

画の説明が行われ、それから２園目の公立認

定こども園がこの春で開園し、進捗の中期に

差しかかり、問題点、改善点を明らかにし、

次なるステップへ取り組むことが大切です。

現状認識をお教えください。 

 次に、政策協議会設置についてですが、再

生可能エネルギーの取り組みについては、本

市といたしましても大変重要な課題と認識し

ています。また、具体的な取り組みについて

は、市民のご理解が極めて重要であり、今後、

市民協働で進められる協議会等の設置につい

て調査研究してまいりますので、ご理解のほ

ど、よろしくお願いします。 

 以上、１回目の質問を終わらせていただき

ます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君の質問項

目１、循環型社会政策提言に関する質問に対

する答弁を求めます。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

〔総務部長（森川嘉久君）登壇〕 
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○総務部長（森川嘉久君）皆さん、おはよう

ございます。それでは２番目の、自治体防犯

灯ＬＥＤ化についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 議員ご承知のとおり、本市におきましては、

防犯灯の設置及び管理は地元の区や自治会で

お願いしており、市は橋本市防犯灯電気料金

補助金交付要綱に基づき、電気料金の40％を

補助金として区や自治会に交付させていただ

いております。 

 ＬＥＤ化のメリットは、ＣＯ２の削減効果

や長寿命化による維持管理の負担軽減、電気

料金の削減が挙げられ、市各課で管理してい

る209基の防犯灯のＬＥＤ化を実施した結果、

交換前に比べ上記の効果が現れていると認識

しているところです。 

 しかし、市内の区や自治会で管理いただい

ております防犯灯は、関西電力との契約件数

で約6,600件、防犯灯の基数は約8,600本であ

り、ＬＥＤ化後のメリットは認識するものの、

全基交換に係るＬＥＤ機器及び諸経費は多大

なものとなります。また、市の負担とともに、

受益者負担の観点から、区や自治会において

も相当多額の負担をお願いすることとなり、

現時点での自治会防犯灯ＬＥＤ化は困難であ

ると考えます。 

 今後は、国・県のＬＥＤ化に関する補助金

等の創設などがあった場合、事業実施につい

て検討を図りたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君、再質問

ありますか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）まず一つ一つお尋ねさ

せていただきたいと思います。 

 「おひさま０円システム」の中で、市民と

協働で取り組む協議会の設置については、研

究を重ねていただいて、前向きに進めていっ

ていただきたいなと思っております。市民と

ともにこういう政策を考えるというのは、こ

れからの時代、大変必要になってくるかと思

います。お隣の河内長野市が、バイオマスタ

ウン構想推進の体制として、推進協議会を市

民が入って、また事業者等も加わってこの計

画を進めておられます。河内長野市も五條市

も同じような形でバイオマスに関しては計画

を立てておられて、実際にその事業も行われ

ていっております。 

 昨日、市長とともに河内長野市の市長のお

話を聞かせてもらう機会がありましたけれど

も、その中でも、これからの行政は政策をつ

くっていく中で市民との協働、市民の声をし

っかりと反映させるという仕組みを説いてお

られました。この点に関しては、積極的に我

が市も取り組んでいかなければならないと考

えますけれども、こういった再生可能エネル

ギー、今の時代、再生可能エネルギーをテー

マとして、市民との推進協議会を立ち上げる

お考え等はないでしょうか。できれば、きの

う市長に聞いていただいたと思うので、その

お考え等あれば、一言いただければと思いま

す。 

○議長（井上勝彦君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）松本議員の質問にお答

えをいたしたいと思います。 

 エネルギーの再生といいますか、非常に大

事なことでございますし、この地域では、私

はいつも河内長野市を標準に、先進市として

いつも見ておるわけでありますが、やはり市

民と協働でやっていくということを、非常に

よく市長からも聞かされておるわけでござい

ます。 

 私は、まあ言いますと、ＮＰＯの皆さんで

地球温暖化対策ありますね、あれの伊都・橋

本地方の地球温暖化対策協議会ということで、

いろいろとその中でも議論をされておるわけ

－14－ 



でありますが、常に私も関心を持っておりま

すので、もうなんべんも行かせていただいて、

松本議員も一番よく、そしてほかの議員も、

関心を持たれている議員もそれに参画されて、

大抵午後で半日ぐらい、いろいろと議論をす

るわけであります。 

 それとは若干違いますけれども、やはり、

我々としても次代に向けて対処していかなけ

ればならない、そういうように思っておるわ

けでございます。いかにして省エネといいま

すか、そういう自然発生のエネルギーに対応

していけるような環境をつくっていくべきだ

と思っておるわけでありますので、できる限

り内部でも十分煮詰めまして、そして十分な

検討の上で、ひとつ歩んでまいりたいなと思

ってございますので、よろしくお願いいたし

たいと思います。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）まず、市長といつも地

球温暖化対策の会合でお会いさせていただい

て、昨年の年末と今年のはじめにも、この再

生可能エネルギーの取り組み等を市民の方と、

市長という肩書を一旦置いていただいて、直

接の会話をしていただいたと思います。 

 しかしながら、やはり政策を実現させてい

くという部分では、市長自らが諮問をすると

いうことも大切になってまいります。それと、

行政の担当の方々も、その席で責任ある立場

で取り組んでいただくということが、これか

ら求められると思います。特に、７月からは

再生可能エネルギーの固定買取制度がスター

トいたします。先月、環境事務次官の南川事

務次官の講演を聞きに行く機会があったんで

すけれども、これから３年間は、この固定買

取制度をできる限り維持していきたいという

話がございました。少なくとも、この３年の

間には政策実現、少なくとも市長の任期、今

任期中には何らかの形、また来年のはじめに

は、保健福祉センターの屋根にも太陽光パネ

ルが設置される予算も通過いたしましたので、

積極的に市民にアピールをしていただいて、

推進の取り組みを前に出していっていただけ

ればということをお願いさせていただきます。 

 続きまして、防犯灯のＬＥＤ化について再

質問を行わせていただきます。このＬＥＤ化

は、既に行政の管理に関しては進められてい

て、自治会の管理等に関してはかなりの数が

ございますので、行政の負担というところは

避けては通れません。本当にこれは考えてい

かなければなりませんが、今回は先進市の事

例ということでお尋ねをさせていただいて、

私も、これはかねがね調査をさせていただい

ておりますが、ちょうど５月から秋田県の秋

田市がエスコを利用して、こういった負担を

できる限り軽減をして一斉にＬＥＤに切り替

えるという事業もスタートさせておりますが、

この件についてはご存じでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）大変不勉強でござ

いまして、現在のところ把握しておりません。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）総務部長の答弁で、先

ほどＣＯ２削減というお話がございました。

これは担当部でいきますと市民部のほうかと

思いますけれども、市民部長はこのことはご

存じでしたか。 

○議長（井上勝彦君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）大変申しわけござ

いません。私も勉強不足で、ちょっと承知し

ておりません。申しわけございません。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）総務部長が自治会のこ

ういった事業に関しては管理をされていて、

ＣＯ２、環境問題は市民部、そしてこの切り

替えるという点においては、市内の事業者に

対しても効果が出てくるものです。経済部長
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に聞きたいところですけれども、同じような

答弁になると思うので、あえて聞きませんけ

れども、市の政策調整会議等でも、こういっ

た話をできる限り横の連携でつないでいただ

いて、政策の立案につないでいっていただけ

ればと思いますので、この点に関しては要望

をさせていただきます。できる限り早期の、

先ほど、「おひさま０円システム」でお話させ

ていただきましたけれども、市民との協議の

場の設置を通じて、行政がイニシアチブをと

って、こういった先進事例等を進めていきた

い。その取り組みを前に進めていただければ

と思います。 

 続きまして、次の質問のほうに移りたいと

思いますので、答弁をお願いします。 

○議長（井上勝彦君）次に、質問項目２、住

環境政策提言に関する質問に関する答弁を求

めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（松浦広之君）登壇〕 

○建設部長（松浦広之君）公園・遊歩道健康

増進器具設置と市道バリアフリー化について

お答えします。 

 高齢化社会が進む中で、公園やその周辺の

歩行者専用道路のバリアフリー化は、市民の

健康増進のための住環境整備の観点から、重

要な課題であると考えています。 

 昭和50年代に開発された北部住宅地では、

歩行者専用道路への車両の進入を防止するた

め、車どめを設置していますが、それが車い

すやシニアカーなどの通行の妨げとなってい

ることは認識しています。 

 しかし、車どめを撤去することは、歩行者

の安全性の低下につながることも懸念されま

すので、解決方法については、住民の皆さん

の意見もお聞きしながら検討したいと考えま

す。 

 また、健康増進遊具の設置については、設

置スペースや利用者の安全性確保の観点から、

歩行者専用道路より公園に設置するほうが望

ましいと考えますが、市民のニーズや財政状

況を踏まえ、今後の課題といたします。 

 公園の段差解消等のバリアフリー化につい

ては、公園施設長寿命化計画の中で、予算の

許す範囲で取り組んでいきたいと考えていま

す。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

〔企画部長（森口清隆君）登壇〕 

○企画部長（森口清隆君）皆さん、おはよう

ございます。 

 それでは、次に、定住促進住宅取得・改修

助成についてお答えをいたします。橋本市の

人口は、平成11年をピークに減少に転じてお

り、また、旧市町合併後においても、その傾

向は続いている状況の中、本市としましては、

定住促進対策の一環として、平成23年度より、

結婚を希望する男女への出会いの場を提供す

ることを目的として、橋本市婚活支援事業を

実施し、また、本年度において、この支援事

業でめでたくご成婚された方に対してお祝い

金を交付する「婚活・ご成婚応援補助金制度」

をスタートさせました。加えて、少子化及び

定住化対策に資するための制度に、特に新婚

世帯をターゲットとして、定住促進対策とし

て「新婚世帯住宅取得補助制度」を創設し、

平成24年４月１日より、３年間の期限を設け

実施しているところでございます。 

 一方、このような定住促進を目的とした事

業は、近隣のかつらぎ町で平成22年４月から、

九度山町や河内長野市では平成23年４月から

実施されており、議員ご質問の紀の川市にお

いても、平成23年４月１日より３年間の期間

を限定して実施されています。 

 本市と紀の川市の住宅取得補助制度を比較

しますと、対象者の年齢要件についてはほぼ

同様ですが、紀の川市では新婚世帯に限った
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要件がなく、その点が大きく異なっています。 

 本市が行う「新婚世帯住宅取得補助制度」

の今年度における受付状況ですが、市広報や

ホームページなどに掲載するなど周知を図っ

ているところであり、問い合わせは数多くい

ただいてございます。ただし、この制度の申

請要件としては、平成24年４月１日以降に建

物の保存登記・移転登記が完了し、あわせて

夫婦双方が住民登録をして３カ月以上経過し

ている必要があります。したがいまして、現

在スタートを切って２カ月余りということも

あり、申請は２件となっております。 

 本市といたしましても、今後の制度利用者

数と人口推移をはじめとした定住化促進の要

因との関係を検証しつつ、その一方で、他市

の事例についても調査研究をしてまいりたい

と考えています。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君、再質問

ありますか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）順番が建設部長のほう

からいただきましたので、再質問は建設部長

のほうからさせていただきたいと思います。 

 答弁のほうに、遊歩道と市道とのアクセス

部に車どめがあると。これ、今回通告をさせ

ていただいた後、市の担当者の方に現地を見

てきていただいたかと思います。その折、車

どめだけではなく、側溝もこの道を完全にふ

さぐような形となっております。夜間、特に

災害が起きたときに、こういった道を避難を

されるという可能性は高い道です。特に、避

難場所となる公園や学校へのアクセス路とし

ては、こういった道も重要な状況となってく

るかと思いますけれども、停電をした中、真

っ暗な中でこういった道を歩かれて、それこ

そ、はじめからわかっていれば、けがをする

こともなく避難ができるようにしていかなけ

ればならないかと思います。できる限り住民

の皆さんの声を聞いていただいて、緊急性の

はかりを、ここは防災・防犯、この点に重点

を置いて順位を上げていっていただいたらい

いかと思います。 

 住民の方々の声を聞いていく中では、お一

人お一人とから聞くというのはなかなか難し

いかと思いますけれども、できる限り、区で

あったり小学校単位ぐらいで会合があるとき

に、行政の担当者の方が出てきていただいて、

声を聞いていただくということが大切かと思

います。 

 先日も、ある小学校区で今年防災キャンプ

を開くということで、市民安全課の方に来て

いただきました。そのときにも地元区からさ

まざまな要望があったと思います。行政の進

め方、こういったことを皆さんやはりご指摘

をされます。指摘をされる前に声を聞きにい

くということも重要になりますので、今後は

市民との対話の場、熟議を重ねられる場をつ

くっていっていただきたいと思います。 

 また、遊歩道の健康増進遊具に関しては、

これと関連してですけれども、先日、ある方

に道で呼びとめられまして要望を受けたんで

すけれども、橋本駅のバスのロータリーでい

つも待ってますと。市民病院へのアクセスで。

ただ残念なことに、きれいな公園も、公園と

いうかスペースもできたけれども、座って待

つことができませんと。立った状態でそのま

ま待たざるを得ないので、体調が悪い中です

ごくつらいというふうにおっしゃってました。

できる限り、こういった声も聞いていただけ

るように対処していくというのは、やはり機

会を多く持っていただきたいと思いますので、

この点は、これから我々も声を聞いて、皆さ

んにお伝えさせていただきますけれども、行

政としても、できる限りそういった場をつく

っていただけるようにお願いいたします。 

 続いて、定住促進住宅のほうに移りますけ
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れども、人口の減少に、これはもう本当に歯

どめをかけないといけない。その中で、今年

はじめから我が市でスタートしたのは、新婚

をターゲットに絞っております。これは予算

委員会の中でも質疑をさせていただきました

けれども、他市の動向がやはり比較対照され

るということ、我々もその競争に入っていか

ざるを得ない状況となっております。そうい

った点で、まずは紀の川市が、この新婚をタ

ーゲットというところを外して、40歳を境と

して受け入れる体制をつくっておられる。こ

ういったところもやはり研究を重ねて、早急

に政策へつないでいっていただきたいと思い

ます。 

 それと加えて、１回目の質問のほうで追加

しましたけれども、兵庫県の丹波市も同様の

この制度を利用されており、改築の助成まで

行っておられます。この条件に、二世帯住宅

を希望される方で、お父さん、お母さんと一

緒に住みたいという声に対応して、増改築を

するときに助成制度をつくられております。 

 こういったきめ細かい制度も取り入れてい

ただければ、今後の人口減少、市外からの転

入者の増につながっていくかと思いますけれ

ども、その点に関して、どのようにお感じに

なられたか、答弁をいただければと思います。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）ただ今のおただし

でございますが、紀の川市の状況については

私のほうも把握してございます。その中で、

当初この制度を取り入れる中で、県内また近

隣市町の状況を十分議論、検討を重ねました。

この制度自体が、金額的なものもございます

が、制度自体が何を要因としてこの本市を訪

れていただいたかという、その要因関係、そ

れについてかなり検証をしなければならんと、

このように思います。 

 実は、せんだって紀の川市の担当者とお話

をさせていただきました。その中におきまし

ても、予算的には紀の川市は5,000万円の予算、

実際23年度、かなり多額の持ち出しをしてご

ざいます。五千数百万円という形の中で。そ

の中で担当者いわく、やはりこの制度があっ

て本市に定住してくれたのか、その辺の要因

関係を十分検証しなければならんというよう

なこともお聞きしてございます。私のほうの

考えとしましても全く同じで、当初議論をす

る中におきましても、その辺も含めて検討を

してございます。 

 そうした中から、この制度が100％というよ

うな形では思ってございません。少子化対策

も含めて新婚世帯をターゲットにしたという

ことでございますので、その辺は今後利用い

ただく、この申請をいただく方々のご意見、

アンケート等もとる中で検証してまいりたい

と、このように考えております。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）検証を積んでいってい

ただいたらいいかと思います。確かに、この

定住促進だけで選ぶということはないかと思

います。この後答弁を求めます幼保一元化５

カ年計画等も、その知る機会になるんだと思

います。認定こども園、先日来、税と社会保

障一体改革の中にも、これが先送りがされる

とか、そういう報道がありますけれども、本

市は認定こども園は先進で、市内でもう４園

も開園しております。そういった意味では、

どんどんとさまざまな政策を知っていただく

という機会が必要となってくるかと思います。 

 その中で、この定住促進等、どうやって知

っていただくのか。先日来、今月からフェイ

スブックで情報を発信していっておりますけ

れども、こういったさまざまなソーシャルネ

ットワークサービスを活用していくところに、

こういった政策を打ち出していかなければな

らないと思いますけれども、それとソーシャ
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ルネットワークサービスと関連して、今後の

広報に関してはどのようにお考えでしょうか。 

 すみだこども園開園に至る経過の中では、

高野口こども園開設時の経験を生かし、高野

口こども園の保育者の意見を取り入れるとと

もに、設計に指定管理者の意見が反映できる

ようにしました。また、指定管理者の決定に

あたっては、すみだこども園では、統廃合さ

れる各園から保護者にも選定委員として参加

いただきました。指定管理者の選定基準につ

いても、保護者の関心が高かったアレルギー

食への対応に重点を置いた給食の配点にする

等、見直しを行いました。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）広報、周知の方法

でございますが、現在はご存じのように市の

広報紙、そしてホームページで行ってござい

ます。この６月から実施しましたフェイスブ

ックでも当然提供していきたいと、このよう

に考えてございます。 

 今後、この補助制度だけではなくして、先

ほど議員もおっしゃられてましたように、ま

ちづくりの、まちづくり全体支援のしている、

例えば子育て支援であるとか、教育の支援で

あるとか、はたまた企業誘致であるとか、そ

の辺のこともあわせて広報活動に取り組んで

まいりたいと、このように考えております。 

 開園に向けた取り組みについては、指定管

理者による教育・保育の内容などを保護者に

理解をいただくため、懇談会を細かい単位で

数多く開催するとともに、引き継ぎ保育につ

いても、指定管理者の保育者が各園に三日以

上入り、こども園に移る子どもの生活状況な

どを十分把握するように努めました。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）よろしくお願いいたし

ます。  また、高野口こども園では、保育・教育内

容などについて、市、法人それぞれ保護者へ

のアンケートを毎年実施し、改善や充実を図

っており、すみだこども園についても同様に

アンケートを実施し、対応してまいります。 

 そうしましたら三つ目の答弁を求めます。 

○議長（井上勝彦君）次に、質問項目３、本

市重要政策「幼保一元化５カ年計画」ＰＤＣ

Ａサイクルに関する質問に対する答弁を求め

ます。  現在、２園のこども園が開園したことによ

り、保育需要の高いゼロ歳、１歳児の受け入

れ枠が拡大したことや、これまで公立幼稚園

では実現しなかった、３歳からの短時間児保

育・教育が実施できたこと、また、こども園

に必置の子育て支援室の開設により、在宅家

庭の子育て支援が大幅に充実できたことなど、

保育・教育環境が大きく改善されたと評価し

ています。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（北山茂樹君）登壇〕 

○健康福祉部長（北山茂樹君）幼保一元化５

カ年計画のＰＤＣＡサイクルについてのご質

問にお答えします。 

 幼保一元化５カ年計画は、就学前の子ども

の健全な教育・保育環境を整備することなど

を目標に、平成19年に発表し、パブリックコ

メントや説明会等を通じて多くのご意見をい

ただき、取り組んできました。 

 そのようなことから、現在実行中の幼保一

元化５カ年計画そのものの見直しについては、

開設年度や入園定員などの変更すべきところ

はありますが、大きな枠組みの見直しは考え

ていません。 

 平成21年４月には、橋本市として第一園目

となる高野口こども園が開園し、本年４月に

は第二園目のすみだこども園が開園いたしま

した。  計画している山田・岸上地域、橋本地域、
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学文路地域のこども園開園に向け、高野口こ

ども園、すみだこども園での実施状況を詳細

に点検・評価し、さらに良いこども園となる

よう努めてまいりたいと考えています。 

 また、これまで計画を進めてきた過程でい

ただいた保護者の意見などは、今後の乳幼児

施設全体のあり方の論議の中で検討してまい

りたいと考えています。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君、再質問

ありますか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）今、おっしゃっていた

だいたこと、インターネットで今流れている

かと思うので、橋本市の保育は、こういった

議会の中でもたびたび取り上げられて、熱心

に進んでいっている、このことは間違いない

と思います。 

 ただ、これからこの計画を進めていくにあ

たっては、この計画、５ページのものが平成

19年の６月４日、議会運営委員会で公表され

て取り組んできましたけれども、ここの中で、

やはり一番、今後の課題として、「二次計画で

は公立の認定こども園も設置し、多様な特色

のある就学前教育・保育をめざし」という、

ここはすごく大切だと思うんです。多様とい

うのは、必ずしも健全なお子さんがたくさん

の中から選べるということではなくて、さま

ざまな問題をお持ちのご家庭でも気兼ねなく

過ごすことができる保育環境を提供していく、

そういった選択肢をやはり増やすということ

が重要なことだと、私自身はそう理解してお

ります。 

 今現在の、この山田地区に関しては、確か

に全市的に考えた中では60人の定員ですよね。

その中で、37人の方が域外から通園されてい

るという現状。これは実際のところ、お子さ

んの発達相談等をこまめに市が行ってきたか

らこそ、ここで保育を受けるのが一番最適だ

という判断を保護者の方にも説明をされ、進

めてこられたと思うんです。 

 この点において、今回の計画の中で説明会

がたびたび行われて、我々議員も聞きに行か

せていただきました。その中で配られた資料

で、橋本市健康福祉部こども課ということで、

「橋本市障がい児保育発達支援保育につい

て」というのがございます。この中で、しみ

ず保育園の部分で取り上げられている言葉が、

少し私自身もちょっと気になったんです。気

になった言葉というのは、まさしく「気にな

る子」というふうに書かれてあったんです。

この言葉、実際に説明会の中では別の表現を

されております。あまりふさわしくないので、

この議場では申しませんけれども、発達につ

まずきのあるお子さんとか、発達に問題のあ

るお子さんとかいう表現を、できる限り、こ

の国も使わない方向を持っていらっしゃるん

じゃないかなというふうに私も常々感じてい

たところの、この表現だったんです。 

 この資料の最後に、あまり市では見かけな

いんですけれども、参考文献を挙げられてお

りました。そこの一つに、『発達障害支援グラ

ンドデザイン―早期から支援を中心に』とい

うことで、国立特別支援教育総合研究所研究

紀要というのが挙げられていました。内容を

やはり私も知りたいなと、国会図書館から取

り寄せました。聞けば、この資料はインター

ネットでもう既に公表されてますので、そち

らのほうをご覧くださいという丁寧な回答が

あったんですけれども、その中で、この紀要

の中にはさまざまな調査研究があり、まさし

くその表現が使われているのが、この資料な

んです。「気になる子ども、気になる保護者に

ついての保育者の意識と対応に関する調査」

という、これが2009年３月の紀要にございま

した。 

 こういった資料、恐らく当局の方々は研究

－20－ 



をされているんだと思うんです。その中で、

こういった研究を進める中で、今回の幼保一

元化５カ年計画の見直しということも考えて

いかなければならない可能性があると私自身

は感じましたけれども、その点はお考えはい

かがですか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）幼保一元化５

カ年計画を、見直しも必要ではないかという

ご質問だと思いますけども、幼保一元化５カ

年計画につきましては、現在２園が開園いた

しまして、開園時はいろいろ混乱もございま

した。現在は、概ね保護者の皆さんから、ご

理解をいただいているのかなと思っておりま

す。 

 こども園を進めることによりまして、私ど

ものほうは先ほど答弁もさせていただきまし

たように、保育需要のゼロ歳、１歳児の枠の

拡大ですとか、公立幼稚園で実現しなかった

３歳児からの保育・教育、それから在宅の子

どもさんらがいるご家庭の子育て支援等々、

いろんな幅広い保育ニーズにこたえることが

できていると考えております。 

 したがいまして、開設年次ですとか、それ

から定員の人数とかというのは、ある程度見

直すところはあるわけでございますけれども、

基本的な大枠といたしましては、現在の計画

を進めてまいりたいと、かように思っており

ます。 

 それと、一次計画、現在の計画でございま

すけども、それぞれ地域の課題がありまして

現在の計画になっておるわけで、例えば、山

田・岸上地域でございましたら、幼稚園がご

ざいませんので、その辺の課題、それから、

橋本地域におきましては施設の老朽化等々、

それから学文路地域では、今後ますます進む

少子化による園児数の激減等々、いろんな課

題があるわけでございますので、現在の幼保

一元化５カ年計画を、市としては粛々と進め

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）一点、答弁もれです。

こういった研究はされておりましたか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）そういう研究

というのはしてないんですけども、いろいろ

表現の仕方というのはたくさんあると思いま

す。先ほど議員がおっしゃった、「気になる子

ども」ということもそうですし、また、「弱さ

を持った子ども」という表現もする場合もあ

りますし、やっぱり発達のつまずきというの

は、ちょっと私もその表現というのはどうか

なと思うところあるんですけども、気になる

子ども、それから弱さを持った子ども、とい

うことが一番適しているのではないかと、か

ように思っております。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）言葉がここで使われて

いるということは、多少なりともご存じだっ

たと思います。この中身を読ませていただい

て、私もこの「気になる子ども」という概念

を明確に持てたなと思ってるんです。 

 少しだけ紹介しますと、３歳児、４歳児、

５歳児の気になるお子さんの状況としては、

まずは３歳、４歳の時点で気持ち的に高揚し

てしまう。表現が攻撃的になってしまう。し

かし、そのお子さんは５歳になるととまるん

です。改善したというふうに保育士たちは一

切見ていない。行動だけを見てみると、確か

に良い方向に向かっているように感じるんで

すけれども、この報告では、それは内面的に

完全にしまわれてしまうと。この、３歳、４

歳で発見され、５歳の段階で子どもたちのケ

アを深めていかなければ、問題はさらに深刻

になると。それは成長期に、いつ、どういっ
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た課題を抱えるかということにつながってい

くんです。この幼少期の５歳までというとこ

ろが一番大切であって、だからこそ全国でも

この研究が進められて、気になる子ども、こ

れは気になるのは、保護者も行政も保育士た

ちも、気になるからこそ対応をしたいという

要望があるから研究がなされているんです。 

 橋本市も発達相談を受けたときに、その子

どもたちのケアを考えれば、山田保育園に一

番最適であると判断をされて進められてこら

れました。しかしながら、この対応が今後、

認定こども園に切り替わったときに、大規模

園であったり中規模園になる。この中でも問

題が指摘されているんですけれども、保育士

の方々の共通の課題にできるかどうか、園が

大きくなればなるほど、たくさんの保育士た

ちが、たくさんの子どもたちを対応していく

ことになります。たとえ、小規模のクラス、

グループになったとしても、それは保育士に

してみると孤立を生んでしまうんです。全国

的に見て、そういった大規模なところで課題

を抱えている中に、我が市も今後のこの計画

をこのまま進めていくと、同じ状況を生んで

しまうということなんです。これまでの政策

的に見て、他市と比較してもすぐれている部

分を、あえて今回の計画で失ってしまうとい

うことは、人口減少に歯どめをかけるどころ

か、拍車をかけるということになってしまう

と考えますけれども、その点はいかがでしょ

うか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）橋本市の障が

い児保育といいますのが、私は県下でトップ

クラスというように、かように思っておりま

す。といいますのが、早くから乳幼児の健診

を通じて、それから保育所、幼稚園、小学校、

中学校へと進む過程の中で、それぞれ保健師、

それから保育士、発達相談員、幼稚園教諭、

小学校教諭等々かかわって、サポートしてき

たということがございます。その点、私は橋

本市が一番すばらしい取り組みであると、か

ように思っております。 

 橋本市では、山田保育園だけがそういう障

がい児保育をやっているということではござ

いません。中規模園、大規模園でも同じよう

に障がい児保育を実施しておりまして、どこ

の園にでも気になる子どもが多くおられます。

ただ、山田保育園にいたしましたら、全体の

園児数から見る、気になる子どもの割合が高

いということではございますけども、すべて

の橋本市の公立保育園、またこども園でも、

気になる子どもの保育をやってございます。 

 このことが、いろんなそういう計画の中で、

選択肢をあるようにしたらいいんじゃないか

ということでございますけども、小規模園だ

から小学校に結びついてないということでも

ないし、大規模園、中規模園でも同じように

小学校・中学校へ進んできて、特に問題も起

こっておらないという現状から見れば、現在

の橋本市のやり方というのは間違いではない

と考えております。 

 ただ、市といたしましても山田保育園に誘

導してきたといいますか、それをやってきた

ということには、やや私も問題はあるかと思

いますけども、すべての公立園・こども園で

も同じような保育ができているということに

は間違いはございませんので、今後もその方

向でやっていきたいと思っています。 

 橋本市の障がい児保育が、私は県内でトッ

プクラスと言わせていただいたんですけども、

これを前面に出すことによって、今後も、こ

ども園でも同じように前面に出すことによっ

て、橋本市のイメージアップにつながるので

はないかと、かように思っております。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）障がい児保育というふ
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うに断言的におっしゃるんですけれども、私

は気になるお子さんへの手厚いケアをこれま

でも進めてこられた、その成果として県下ト

ップとおっしゃいますけれども、私は全国一

と言ってもいいくらい、この手厚い制度は認

定こども園も含めて、整ってきていると思い

ます。 

 実際のところのこの計画自体を、ここで議

論をしていくとなかなか詰まっていきません。

今回の５カ年計画は、21年度からの実施で25

年までということで、来年度が最終年と思い

ます。でも、実際のところ計画は、はじめか

ら遅れに遅れてきております。遅れているこ

とは、これは特に私は問題ないと思うんです。

その都度皆さんが対応をされてきた、その成

果だと思うので、それなりの声をしっかりと

反映させて、計画自体は25年以降、もう既に

つくっていかなければならない時期に来てい

るんじゃないかなと感じます。 

 少しだけ、ちょっと本を紹介すると、松下

圭一さんの著書で『政策型思考と政治』とい

う1991年の著書があります。この中を読むと、

長期計画、特に５年を区切っての計画に関し

ては、確かに５年たった後に考える、その前

の年に考えるというところが、これまでの行

政の取り組みのあり方だったけれども、もう

91年の段階で、実際には５年を切っても４年

目に、次の新たな組み替えられた計画を、し

っかりと出さなければならないというふうに

書かれてあります。 

 今回の、この５カ年計画もまさしくそれだ

と思うんです。ここまで進められてきた中で

問題となってきたこと、はじめの幼保一元化

５カ年計画が発表されたときに、先輩議員、

もう退任されましたけれども、地元のことに

関して、岸上保育園と柏原保育園あるけれど

も、本当にその場所はどこにするんやと。そ

ういった話も当初から出ていたと思います。

合併当時だったので、なかなか区域的な話と

いうのは、ちょっと踏み込みにくい状況だっ

たと思うんですけれども、もう合併もこれま

で進んできました。できる限り全域的な見直

しということも必要になると思うんです。 

 先ほど取り上げました気になるお子さんた

ち、はじめの計画で上がった争点、この二つ

に、今、増えてるんです。それと計画を立て

直していかなければならないという三つの争

点もあります。そして、園を統合していくと、

地域の過疎化という問題も生まれてきます。

特に小中一貫の問題等がありますので、こう

いった件に関してもしっかりと取り組んでい

ただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時45分まで休憩いたします。 

（午前10時31分 休憩） 
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